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研究成果の概要（和文）：　要ケア学生抽出のための教育ビッグデータ取集および統合システムの開発を行っ
た。座席および時刻付き出席データは年間100万件、学習管理システムの動作ログは年間2000万件収集してい
る。
　深層学習を用いることで会話を高い水準で多次元に分類することが可能とする手法を開発した。しかし、この
手法による分類は教師データとして利用した元データの影響が大きく、講義が異なるなどチャットの利用シーン
が異なると精度が低くなる性質があり利用シーンごとに教師データを用意する必要があった。そこで、転移学習
を利用することで、従来方式より1/10程度の教師データで高い精度で分類できる手法を開発した。

研究成果の概要（英文）：We have developed an educational big data collection and integrated system 
for selecting students who need care. 1 million attendance data with time and seats number and  20 
million Learning Management System's operation logs are collected annually.
We have developed a method that enables high-level multi-dimensional classification of conversations
 by using deep learning. However, the classification by this method has a large influence of the 
original data used as teacher data, and the system becomes low when the usage scene of chat such as 
different lectures is different, so it was necessary to prepare teacher data for each usage scene.
 .. Therefore, by using transfer learning, we have developed a method that can classify with high 
accuracy with about 1/10 of the teaching data compared with the conventional method.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大学における要ケア学生抽出のための基盤となる情報収集システムを構築し、従来よりも正確な分析が可能とな
る詳細な出席データおよびMoodleログの収集を全学的に実際に行なった。これにより、実データによる要ケア学
生の分析が可能となり、要ケア学生抽出の実践に向けた準備ができたといえる。
さらに、より詳細な分析を行うための会話データ分類を深層学習により開発をした。これにより複数の次元によ
る分類と、転移学習による少ない教師データによる高精度な分類を可能とした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年教育分野においても学習管理システム Learning Management System(以下 LMS)の導入
や各種情報の IT 化により、ビッグデータの活用が進んできている。例えば Learning 
Analytics(LA)の分野においては、LMSの課題の内容・進行状況や各種ログから、各学生の学習
状況を把握することで、講義進行や講義内容の動的な変更や、グループ学習におけるグループ状
態の可視化などが可能となっている[1]。また Institutional Research(IR)の分野においては、各
種データを統合的に分析することで、大学全体の状況の可視化や、各学部の差異など多くの分析
が可能となってきている。 
 しかし、IR においては各種情報の統合が課題となっており、どのような仕組みで大学中の情
報を取得し分析できる環境を構築するかが重要であると考えられる。 
 また、一方で大学における重要な課題の一つとして、何らかの問題を抱えているため、授業へ
の不参加、ひいては退学へと追い込まれてしまう学生の発見とそのケアが挙げられる。 
 
２．研究の目的 
従来、ケアが必要な学生の発見は、各講義の出席状況や成績の取得状況等から、ある程度把握
されてきていた。しかし、成績が悪くなった時点ですでにケアするには遅すぎる場合が多く、そ
れは出席状況が悪くなってからでも同じである。理想としては、出席状況が悪くなる前にケアす
べき学生の抽出をすべきである。特に、入学時には問題がなく、学生生活を続けていくうちにケ
アが必要となる学生の検出が必要とされる。そのためには、単なる出席や成績より細かな情報が
必要と考えられる。 
本学では、教育系システムが自作のため、本学独自のより詳細な出席システムがあり、どの座
席からいつ出席登録したかを記録できる。そのためより詳細な出席状況の把握が可能である。ま
た、LMS として Moodleを導入しており、毎学期、全講義のコースを作成し、すべての講義で
のMoodle利用を推奨している。そのため、学生の学習状況についてもより詳細に分析すること
が可能であると考えられる。 
しかし、定量的なデータだけでは十分な分析は難しく定性的なデータの分析が必要となる。本
研究では提出された自由記述の課題の回答やチャットデータから、学生の状況を把握できるの
ではないかと考え、その分析手法の開発を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 組織内ＩＴサービス 
大学に限らず組織内の IT サービスは、外部ベンダーが提供するサービスを利用する方式（外
注）と、組織内でサービスを自前で構築する方式（自前）が考えらえる。一般的には外注が安定
性の観点から推奨される。自作する場合は予算の都合によるものがほとんどである。しかし、外
部仕様がまだ確定していなかったり、仕様が頻繁に変更されたりする場合には、自作でサービス
を構築することのメリットが生まれる。 
大学での IT サービスを考えると、要求仕様がはっきりしていてかつ安定性と安全性が必要と
される業務系のサービスは外注が望ましい。例えば教務システムや図書館システムである。一方、
教員や学生が直接操作する LMS などの教育系サービスは、授業形態や利用のされ方により、常に
要求が変わるため、自作が望ましいといえる。 
そこで本学では IT サービスを業務系と教育系に分け、業務系は外注のサービス、特にメンテ
ナンス性と安定性の観点からクラウドサービスを導入した。一方、教育系はオープンソース LMS
である Moodle に自作のモジュールを追加して利用し、出席登録システムを兼ねる学生ポータル
を自作した[2]。図 1 にその概略を示す。教育系に関しては応答性や通信料を踏まえ、オンプレ
ミスのサーバーで運用をしている。 

図 1 学内 IT サービス環境 
 
(2) 教育系システムの開発と導入 
要ケア学生の抽出に必要な情報として出席データと学習データが挙げられる。出席データは
要ケア学生の抽出に最もよく使われるデータであるが、単純な出欠席の情報だけでは学生の状
況を知るには不十分であり、欠席が多くなった状態にならなければ抽出は不可能である。しかし、
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欠席が増えた状況はすでに早期ケアを行う時期を過ぎているといえる。そこで本研究では座席
に番号を振りコンピュータおよびスマートフォンから学生が登録することで出席を可能とする
「Web 出席システム」を開発し全学に導入し、出席時間および出席位置まで記録することとした。 
次に学習データであるが、講義中であれば教員の目視によりある程度学習状況の把握は可能
である。しかし、学外での学習状況の把握は課題の内容や提出状況程度しか把握することはでき
ず、その全貌を明らかにすることは難しかった。しかし、近年、LMS の導入により、より詳細な
学習状況の把握が可能となってきた。本研究ではなるべく多くの学習データを取得するため、学
習管理システム Moodle を導入し、全講義に対し専用のコースを提供する。また、膨大な量とな
る Moodle のデータは、学修ポートフォリオへの転用も考え、全て利用可能な状態で保存をする。 
 
 
(3) 情報統合手法 
 外部の各種サービスを導入している組織において、すべてのサービスのデータを統合するこ
とは、すべての外部サービスを同一ベンダーにする以外は非常に困難である。本学では、業務系
の各種サービスをクラウド化するとともに、異なるベンダー間のサービスにおいてもデータの
統合を可能とするための中核 DB を設置した。 
 図 2 に中核データベース(以下 DB)の動作を示す。中核はクラウド上にある DB サーバーであ
り、各ベンダーに業務系各種サービスの DB のレプリカをこの中核 DB 上に設置するよう依頼す
ることで、各種サービスのデータを収取できるようにしたものである。どのテーブルのどの列が
どのような意味であるか適切に管理することで、サービス間のデータの統合が可能となる。基本
的に学生に関するデータは学籍番号をキーとして統一的に扱うことが可能である。 
 一方、教育系サービスは自作のため、中核 DB へのデータのアップロードは容易であり、中核
DB 内のデータ構造に合わせてシステムを構築しすることが可能となっている。 

図 2 中核 DB 
  
 
４．研究成果 
(1) 取得データの推移 
図 3 に座席位置および出席時間が記録された出席データ件数の推移を示す。2017 年度以降は
100 万件前後で推移しており、収集すべき出席データは収集できていると考えられる。 

図 3 座席および時刻付き出席データ数の推移 
 

図 4 に Moodle の Feedback 回答数を示す。Feedback 回答数は Feedback 単位で数えており、
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Feedback の中に設問が複数あったとしても 1 件と数えている。2018 年度を最大に 30 万件程度
の回答数がある。 
 

図 4 Moodle の Feedback 回答数 
 
図 5に Moodle のログデータ件数を示す。ログデータ数は、ユーザの操作ログである origin が
web のものだけを抽出している。右肩上がりに増えており、これは Moodle の利用頻度が増加傾
向になることを示している。2019 年度で 2千万件を超えている。 
 

図 5 Moodle のログ件数 
 
(2) 文章データ分類の深層学習の手法の開発 
文章の分析には深層学習を用いる。チャットデータの分析として Seq2Seq を用いた手法を開
発した。この手法を用いることで、会を高い水準で多次元に分類することが可能となった。しか
し、この手法による分類は教師データとして利用した元データの影響が大きく、講義が異なるな
どチャットの利用シーンが異なると制度が低くなる性質があり利用シーンごとに教師データを
用意する必要があった。そこで、転移学習を利用することで、従来方式より 1/10 程度の教師デ
ータで高い精度で分類できる手法を開発した[3]。 
本手法では文章を分類するが異なる性質を持つ 4 つの次元についてそれぞれ分類した。また
次元によって分類数は 3-5 と異なる。κ係数は分類結果の精度を表すが、これが高いほど精度が
高い。一般的に深層学習においては教師データ数が多いほど精度が高くなる。あるκ係数を達成
するのに必要な教師データ数を従来手法と本手法で比較をした。その結果が表 1である。従来手
法で必要される教師データ数を 100%とした場合の本手法で必要とされる教師データ数である。
なお、教師データ数が足りず従来手法では到達できなかった精度は「-」で示す。最大で 9%まで
縮小できている。 
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表 1 ある精度を達成するために必要とする教師データ数（従来方式との比率） 

 
(3) 今後の展望 
 要ケア学生の抽出には、出席情報や LMS のログに加え、授業評価アンケート結果や各種業務系
サービスの情報など、多岐にわたるデータ収集及び分析が必要となる。データの収集は中核 DB
を中心とし、各種サービスのデータの統合を行い、すでにビッグデータといってよい量が収集さ
れている。出席情報からは教壇からの位置関係や隣接する学生の情報などから、今までにない分
析が可能になると期待できる。また、文章データの分析手法を用いてより定性的な分析が可能に
なると考えらる。 
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